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第 3 章 都市づくりの理念と基本目標 

本章では、都市づくりの課題整理を踏まえ、目指すべき将来都市像の実現に向け、都市づくりの
理念と基本目標を定めます。 
 
１ 都市づくりの理念 

本市は、名古屋市と豊田市の間に位置する恵まれた地理的条件や、名古屋市内では享受するこ
とができない豊かな自然が残されている環境条件から、緑豊かで新しい都市近郊の住宅都市とし
て発展してきました。 
本計画では、本市の魅力である身近に触れ合える豊かな自然環境を大切にしながら、今日の活

力やにぎわいを持続的に発展させていくため、私たちみんな（市民、地域、事業者、行政）が協
力し、だれもが暮らしやすい都市づくりを築いていくことを目指し、本計画における都市づくり
の理念を次のように定めます。 

 

【都市づくりの理念】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊かな緑を尊重し、都市の活力と多様な交流でにぎわう 

持続可能な都市環境を私たちが育む 

図 3-1 2018 年（平成 30年）にっしん市民まつり「未来のにっしん おえかきブース」 

2024 年（令和 6 年）にっしん市民まつり「わたしのにっしんブース」作品より 



第 3 章 都市づくりの理念と基本目標 

 

3-2 

基本目標① 快適性の高い持続可能な都市づくり  
生活利便施設の充実と誰もがアクセスしやすい中心拠点・鉄道駅周辺で居住の維持・誘

導を図りつつ、都市機能の活性化により市街地環境の質の向上を目指します。また、都市
施設の計画的な維持修繕、長寿命化を行い効率的な都市運営を行い、将来にわたって住み
やすい都市づくりを目指します。 
目標に該当する SDGｓ(持続可能な開発目標)17 の目標 

 

２ 都市づくりの基本目標 

本計画における都市づくりの理念に基づき、目指すべき都市づくりの基本目標を５つ定めます。 
また、各目標について、該当する SDGs(持続可能な開発目標)17の目標との関連性を示します。本計画の基本目標と関連性があるのは 16の目標です。 
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都
市
構
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都市機能集積の高い都市づくり 
 強みを伸ばす 

 ・増加する人口を受け止める新たな住居系市街地の形成 

・医療・福祉・子育て支援・商業等の都市機能を維持するため、人口密度を維持しつつ将来に向けて高めていけるよう居住を誘導 

・日常的な生活の支えとなるバランスよく立地した都市機能（生活利便施設）の充実 

・子育て支援ニーズを受け止める施設の充実 

 弱みを克服する 

 ・高齢化の進行等を踏まえ、主要鉄道駅をはじめ公共交通によりアクセスしやすい地区における居住や商業をはじめとした都市機能の集積強化 

・これまでの社会増（転入増）の維持に向け、学生向け住居への入居促進 

・空家や低・未利用地の有効活用及び魅力の向上 

・既成市街地内に多く残る低・未利用地の有効活用 

都
市
活
力 

力強く発展を続ける都市づくり 
 強みを伸ばす 

 ・さらなる従業者の増加に向けた雇用の場の確保、既存産業の拠点強化・充実 

 弱みを克服する 

 ・今後の産業立地の受け皿となる新たな産業用地の形成 

・卒業後の学生等の雇用の場の確保とあわせた居住の場の充実 

・広域交通体系へのアクセス利便性確保 

観光交流・市民交流を促す都市づくり 
 強みを伸ばす 

 ・市内に大学が多い等本市ならではの既存ストックや地域資源を活かした交流の拡大 

・新たに立地した大型商業施設を活かした市民交流の場の創出 

 弱みを克服する 

 ・地域資源を有効に使うとともに、更なる魅力発信により、地域内外から人を呼び込む場の創出 

都
市
生
活 

安心して暮らせる都市づくり 

 強みを伸ばす 

 ・日常的な生活の支えとなるバランスよく立地した都市機能（生活利便施設）の充実［再掲］ 

 弱みを克服する 

 ・高齢化の進行する既成市街地や集落における地域コミュニティの維持・活性化 

・進行する高齢化社会に対応した鉄道駅へのアクセスを含め、日常生活を支える広域的視点も踏まえた公共交通網の充実 

・都市公園等が不足する地区の解消 

・生活環境と都市防災力を高める都市基盤の整備 

災害等に対し安全に暮らせる都市づくり 

 強みを伸ばす 

 ・地震等の災害時におけるさらなる減災対策 

・防災・減災について想定される事案への事前準備や対応訓練の実施 

・若者世代や転入者等への防災意識や共助力の向上 

 弱みを克服する 

 ・浅田地区等における住工混在地区の解消 

・既成市街地に残る未整備市街地や狭あい道路の改善、低・未利用地の活用等による都市の防災性の強化 

・浸水、土砂等の危険性の高い区域における防災、減災対策の実施及び新たな開発抑制 

都
市
環
境 

都市の個性を発揮する景観都市づくり 

 強みを伸ばす 

 ・景観資源として農地や山林の有効活用 

・東部丘陵地等のまとまった緑地の市民に開かれた活用・保全 

 弱みを克服する 

 ・既成市街地を取り巻く農地や山林の保全 

・浅田地区等における住工混在地区の解消［再掲］ 

環境負荷の小さい都市づくり 

 強みを伸ばす 

 ・市街地を囲んだ豊かな水辺環境、自然環境の保全 

・河川を活かした水と緑のネットワークの形成 

・景観資源として農地や山林の有効活用［再掲］ 

・東部丘陵地等のまとまった緑地の市民に開かれた活用・保全［再掲］ 

・まとまった緑地の保全、創出による環境負荷の低減 

 弱みを克服する 

 ・適度に自動車に依存しなくても暮らしやすい都市構造や生活圏への再構築 

・ＣＯ2 排出量の抑制といった環境負荷低減の観点からも利便性の高い公共交通網の維持・形成 

都
市
運
営 

都市運営コスト削減の都市づくり 
 強みを伸ばす 

 ・空家や低・未利用地の有効活用等による土地の価値の向上 

 弱みを克服する 

 ・老朽化するインフラ施設に対する新技術・デジタル技術活用による効率的な修繕・更新の実施、長寿命化による更新コストの削減 

・インフラ施設の維持修繕に対する住民や民間事業者等の協働化の促進 

基本目標⑤ 環境に優しい都市づくり  

東部丘陵地に広がる緑地や市街化区域を取り巻く農地等、豊かな自然環境や水辺環境
を保全し、市民協働や民間活力の活用等により良好な景観の形成を目指します。また、利
便性の高い交通機能や都市構造を構築し、環境負荷の小さい都市づくりを目指します。 

目標に該当する SDGｓ(持続可能な開発目標)17 の目標 

 

基本目標④ 安全安心な都市づくり 
地域と連携した防災・減災対策の充実や狭あい道路の改善、無秩序な開発の抑制や空

家、低・未利用地の利活用等により、都市防災力を強化します。また、日常生活を支える
交通機能や道路・公園等の都市施設の質の向上により、安心して子育てできる環境をつく
る等、全ての人が安全安心に暮らせる都市づくりを目指します。 
目標に該当する SDGｓ(持続可能な開発目標)17 の目標 

 

基本目標② 産業活力のある都市づくり  

スマートインターチェンジの整備等による広域交通体系へのアクセス利便性の確保や
既存産業の拠点強化・充実、就業の場となる新たな産業拠点の形成や生産性の高い優良農
地等の保全により、時代に合った産業活力を持ち続ける都市づくりを目指します。 

目標に該当する SDGｓ(持続可能な開発目標)17 の目標 

 
基本目標③ ふれあいにぎわう都市づくり  
既存ストックや商業施設、地域振興施設等を活かした多様な市民がふれあいにぎわう

市民交流の場の充実や市外の交流人口を呼び込むための拠点の整備等により、高齢化が
進行する中で地域を元気づけるとともに、地域コミュニティが維持・活性化され、全ての
人の個性が輝いてふれあいが生まれる都市づくりを目指します。 
目標に該当する SDGｓ(持続可能な開発目標)17 の目標 
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